
令和６年第１３回教育委員会定例会議事日程 

 

 

１ 日 時 

令和６年１２月２０日（金） 午前９時３０分から 

 

２ 場 所 

島本町役場 ３階 委員会室 

 

３ 議 事  

第１  会議録確認委員の決定 

第２  第１７号報告  令和６年度公開授業・保育について 

第３  第４２号議案  島本町教育委員会会計年度任用職員の給与に関する規則 

 の一部改正について 

第４  第４３号議案  島本町社会教育委員の委嘱について 

第５  第４４号議案  島本町文化財保護審議会委員の委嘱について 

第６ 第１８号報告 令和６年度中学生チャレンジテスト（中学校３年生の結 

  果）について 

第７  第４５号議案 事務局職員人事について 

 



 



第１ ７号 報告  

 

令和６年 度公開 授業・保 育につ いて  

 

 標記の ことに ついて、 別紙の とおり報 告いた します 。  

 

令和  ６  年１２ 月２０日 提出  

 

島本町教 育委員 会  

教育長   横  山    寛  
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学校名

実施日

参観時間

参観者数

（内地域住民）

（内他校教員）

受付・警備体制

学校名

実施日

参観時間

参観者数

（内地域住民）

（内他校教員）

受付・警備体制

令和６年度　各学校園の公開状況について

第一小学校 第二小学校

１１月９日（土） １１月２日（土）

８：３０～１１：３０ ９：３５～１１：３０

４２９人 ８４１人

１０人 １０人

４人 １人

受付：校務員・事務職員（正門付近）
警備：安全管理員（正門）

　受付：校務員
警備：安全管理員

寄せられた
意見等

・３時間の授業の中で、担任の先生による授業の時間が少なかった。
（英語、算数、社会は児童の発表）

・進んで手を挙げて意見が言える子が多くて素晴らしいと思いまし
た。
・クラスのみんなの顔がイキイキとしていて素晴らしいと思いました。
・娘が意見をまとめたりしていて、家では見れない姿か見れて嬉し
かったです。
・娘は大人しい方だと思っていましたが、楽しそうに意見を言ったり、
友達と仲良く話せていて、のびのび過ごせているんだなと安心しまし
た。
・休み時間に男女混ざって楽しそうにトランプで遊んでいる姿が見れ
て嬉しかったです。

・引き渡し訓練が分かりにくかったです。
・参観後、引渡し訓練までの間に理科室前で待機していた際、一部
の保護者同士の話し声で、校内放送がほとんど聞こえませんでし
た。静かに待機するよう事前に知らせておくか、放送の音量を大きく
した方がいいと思います。
・参観はモニターを使ったりとわかりやすくてよかったです。授業の雰
囲気が知れてよかったです。
・引き渡し訓練は北館どこ？北館に着いたらどこにいたらいいの？っ
てなっていたので少し説明あればと思いました。（放送もざわざわして
いて聞き逃したりもあったので。）

第三小学校 第四小学校

３１１人 ７５８人

１１月１６日（土） １１月９日（土）

８：４５～１１：３０ ９：４０～１１：３０

１人 ０人

　受付：校務員２名・事務職員１名
警備：安全管理員１名

　受付：職員複数体制で実施
警備：安全管理員（正門に常駐）

１８人 １１人

寄せられた
意見等

・学校が全体的にきれいで、先生方も熱心で素晴らしいと思います。
いつもありがと　うございます。
・1年生ではまだ低学年で大変かと思いますが、どういうことを大切に
授業を進めているのかが感じ取れました。
・4年生では楽しみながらの授業を見学できて子どもの笑顔が多く、
良かったです。
・6年生でタブレットを使った授業を始めて見ました。効率的で理解度
も上がるものだと思いました。先生も生徒にもメリットがあるものと理
解しました。内容や意見もさすが高学年の授業だなと感じました。

・6-2の授業をみました。3時間目の音楽、リズム遊びや楽器演奏な
ど、年々上手になっていると感じました。歌を何曲か披露してもらい、
素直な声にウルッときてしまいました。ただ、三小は合唱発表会など
がないので、歌い慣れていない子が多いのか、歌い方を知らない子
達がいっぱいいるなと感じ。この素直な声がもったいないなと感じま
した。少し調整すればガラッと変わるので歌の楽しさも知ってほしい
な、と思いました。

・良い内容の授業だった。見た目だけで判断せずに色々想像する事
が大事だという事で、色々な考え方や意見が出て楽しく拝見しまし
た。
・授業は、道徳は親へのアンケートを元にランキングしてるところが工
夫があって、なるほどと思った。
・子どもたちの取材に感動しました。
・社会の都道府県マークあても、楽しかった。学校楽しそうやなぁ〜と
思った。教職員の皆様、ありがとうございます。
・スマホ教室では、私自身が知らないアプリが多く、興味深く聞きまし
た。スマホの使い方等、再度子どもと考えなくてはいけないと思いま
した。
・普段の様子を見たいので、参観日に参観用の授業をするのではな
く、普段通りの授業をしてほしいなと思っています。今日の参観では
皆興味を持って取り組んでいたので普段からこのような感じだと安心
です。
・運動会の映像の配慮、素晴らしいと思いました！運動会の大雨の
中止の判断、延期の判断、素早く子供達の安全や保護者の都合を
考えてくださった対応に感動しています。四小に通えて本当に良かっ
た。もし災害などあっても迅速に的確に対応してもらえると安心してい
ます。
・10/24の運動会の動画を見られて嬉しかった。毎年6年生のフラッグ
を楽しみにしていて、水曜の予備日も延期で木曜になり、観に行けな
くて残念に思っていたので。理科室で椅子に座って見れたの良かっ
た。

・参観中に廊下でおしゃべりされている方が結構いました。注意等し
て頂けたら嬉しいです。
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学校名

実施日

参観時間

参観者数

（内地域住民）

（内他校教員）

受付・警備体制

学校名

実施日

参観時間

参観者数

（内地域住民）

（内他校教員）

受付・警備体制

第一中学校 第二中学校

１１月１日（金） １１月８日（金）

８：５０～１２：４０ ８：４０～１７：００

３０８人 ２７０人

１２人 ７人

０人 １人

受付及び警備：教職員・校務員・ＰＴＡ役員 受付及び警備：教職員・校務員

寄せられた
意見等

・他学年と一緒に授業を進めるのはとてもよかったです。
・楽しそうに授業を聞いていてそういう姿を見れていい時間になった。

・授業形態も昔とは異なり、タブレットなど使用しながら、現代に見
合った、効率的な授業だと感じました。
・理科の授業の実験がとても面白かったです。
・空気にも重さがある、しかも、簡単なもので目で見てわかる、という
のは、良いですね。
・1時間目の全校集会に伺いました。表彰だけでなく、インタビューもし
ていたのがよかったです。生徒を主役と考えて下さっている印象を受
けました。生徒会も考えて活動されていると感じ、感銘を受けました。
・クラスのムードが良く、男女問わずに言葉を交わし笑顔で良かった
です。先生の話も分かりやすく、生徒に届く様に話されていました。
・アサーションという言葉を初めて聞きました。勉強とはあまり関係な
いことですが、大切なことだと思います。これからもこのような授業を
大切にしていってほしいです。
・クラスに入っての参観は子どもが嫌がるので廊下から見守りました
が、活気のあるディスカッションの様子を見ることができました。

・男女では骨格や筋肉の付け方に差があるので、　同じチームで試
合するのは女子は怖いし　男子は全力でできないのでしんどいと思
います。
・教室の大きさに対して学生が多く、手狭に感じた。窮屈な姿勢や、
感染症の観点からも出来たら改善できれば…。
・給食の様子も見てみたいです。来年の修学旅行、同じ教育委員会
ですので、1中と2中で異なることがないようにお願いします。
・網戸がないのであれば、春のカメムシなど虫対策として、早期から
エアコンの導入など、勉強に支障が出ない対策をして頂きたいです。
・進路説明会、今年度、保護者向けに初めての開催だと思います
が、公立高校のネットでの出願の仕方の説明の前に、これから受験
までのスケジュールや家庭での心積もり、一連の流れ（懇談、期末、
実力テストなどを加味して出願するなど）のような説明をした上で、
ネット出願の仕方を説明するべきではないかと思います。仕事休んで
参加しましたが、残念ながら保護者サイドとして欲しい情報ではな
かったです。

第一幼稚園

１１月１日（金）

９：３０～１４：００

３５人

寄せられた
意見等

・年少組さんが個々でじっくり取り組んでいる姿に、落ち着いてるんだ
なと感じました。
・少し緊張した子どもたちがとてもかわいいなと思いました。お弁当の
席も自由（？）でも、もめない所がすごいなと。
・いつもの姿を見ることができ、楽しかったです。お弁当の時間も見れ
て、こうやって食べているんだなーと思って見ていました。
・子どもたちの楽しそうな姿が見れて、嬉しかったです。
・一生懸命なわが子、緊張しているなと感じました。毎日ぐっすり昼寝
をする理由が分かった気がします。これからもよろしくおねがいしま
す。
・みんなと一緒に楽しそうにしているのを見ました。幼稚園に行きたい
と言っているのがわかる気がしました。公開保育楽しかったです。ま
た、機会を作ってくださいね。
・学級集会で保護者の方々のお話を聞けてよかったです。
・先生方からのお手紙から、素敵な先生方にみていただいていること
に嬉しい気持ちになりました。いつも本当にありがとうございます。

５人

０人

受付：園務員、バス運転手

4



第４ ２号 議案  

 

島本町教 育委員 会会計年 度任用 職員の給 与に関 する  

規則の一 部改正 について  

 

 教育長 に対す る事務 委 任規則 （昭和３ ４ 年島 本町教育 委員会 規

則第１号 ）第 １ 条第１項 第１２ 号の規定 に基づ き、議決 を求め ま

す。  

 

令和  ６  年１２ 月２０日 提出  

 

島本町教 育委員 会  

教育長   横  山    寛  
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島本町教 育委員 会規則第   号  

 

島本町教 育委員 会会計年 度任用 職員の給 与に関 する規則 の

一部を改 正する 規則  

 

 島本町 教育委 員会会計 年度任 用職員の 給与に 関する規 則 （令 和

２年 島本 町教育 委員会規 則第 ３ 号）の一 部を次 のように 改正す る。  

 別表家 庭児童 相談スー パーバ イザー（ 心理職 ） の 項を 削る。  

   附  則  

 この規 則は、 令和７年 １月１ 日から施 行する 。  
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第４２号議案資料  

 

島本町教育委員会会計年度任用職員の給与に関する規則の一部改正  

について  

 

１  提案理由  

市町村こども家庭センター（（仮称）こどもすこやかセンター）設置に当たり、

所要の改正を行うもの。  

 

２  議案の概要  

市町村こども家庭センター（（仮称）こどもすこやかセンター）設置に伴う組

織改編により、所要の改正を行うもの（別表関係）。  

 

３  新旧対照表  

 

４  施行期日  

  令和７年１月１日  
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第
４
２
号
議
案

 
参
考
資
料

 

島
本
町
教
育
委
員
会
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則
新
旧
対
照
表

 

改
 
 
 
 
 
正

 
 
 
 
 
案
 

現
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
行
 

別
表
（
第
２
条
関
係
）
 

別
表
（
第
２
条
関
係
）
 

職
種
 

基
準
 

報
酬
額
 

発
達
相
談
員

 
時
間
額
 

２
，
５
０
０
円

 

補
助
教
員

 
〃
 

２
，
８
６
０
円

 

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
 

〃
 

３
，
５
０
０
円

 

発
達
支
援
指
導
員
 

〃
 

４
，
０
０
０
円

 

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
 

〃
 

５
，
２
０
０
円

 
 

職
種
 

基
準
 

報
酬
額
 

発
達
相
談
員
 

時
間
額
 

２
，
５
０
０
円
 

補
助
教
員
 

〃
 

２
，
８
６
０
円
 

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

 
〃
 

３
，
５
０
０
円
 

発
達
支
援
指
導
員
 

〃
 

４
，
０
０
０
円
 

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
 

〃
 

５
，
２
０
０
円
 

家
庭
児
童
相
談
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
（
心
理

職
）
 

〃
 

５
，
２
０
０
円
 

 

 

10



第４ ３号 議案  

 

島本町社 会教 育 委員の委 嘱 につ いて  

 

 教育長 に対す る事務 委 任規則 （昭和３ ４ 年島 本町教育 委員会 規

則第１号 ）第 １ 条第１項 第１５ 号の規定 に基づ き、議決 を求め ま

す。  

 

令和  ６  年１２ 月２０日 提出  

 

島本町教 育 委員 会  

教育長   横  山    寛  
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第４ ４号 議案  

 

島本町文 化財保 護審議会 委員の 委嘱につ いて  

 

 教育長 に対す る事務 委 任規則 （昭和３ ４ 年島 本町教育 委員会 規

則第１号 ）第 １ 条第１項 第１５ 号の規定 に基づ き、議決 を求め ま

す。  

 

令和  ６  年１２ 月２０日 提出  

 

島本町教 育委員 会  

教育長   横  山    寛  
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平
成
2
0
年
1
0
月
2
7
日

近
世
史

神
戸
女
子
大
学

文
学
部
　
教
授

９
期
目

2
山や

ま

　
中な

か

　
浩ひ

ろ

　
之ゆ

き
〒
5
4
5
-
0
0
3
2

大
阪
市
阿
倍
野
区
相
生
通

平
成
2
0
年
1
0
月
2
7
日

近
世
史

大
阪
府
立
大
学

名
誉
教
授

９
期
目

3
井い

の

　
上う

え

　
満み

つ

　
郎 お

〒
6
1
0
－
0
3
5
1

京
田
辺
市
大
住
ヶ
丘
二
丁
目

平
成
2
5
年
1
0
月
1
日

古
代
史

京
都
市
歴
史
資
料
館

館
長

７
期
目

4
鈴す

ず

　
木き

　
久ひ

さ

　
男お

〒
5
2
0
-
0
0
2
7

大
津
市
錦
織
二
丁
目

令
和
5
年
6
月
1
日

考
古
学

京
都
産
業
大
学

日
本
文
化
研
究
所

客
員
研
究
員

２
期
目

5
米よ

ね

　
屋や

　
優ま

さ
る

〒
6
0
0
-
8
4
2
2

京
都
市
下
京
区
白
楽
天
町

令
和
7
年
1
月
1
日

美
術
史

元
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
美
術

館 副
館
長

１
期
目

6
中な

か

　
西に

し

　
裕ゆ

う

　
樹き

〒
6
1
7
-
0
0
0
2

向
日
市
寺
戸
町
二
ノ
坪

令
和
7
年
1
月
1
日

中
世
史

京
都
先
端
科
学
大
学

特
任
准
教
授

１
期
目

新
規

委
員島

 
本

 
町

 
文

 
化

 
財

 
保

 
護

 
審

 
議

 
会

　
 
委

 
員

 
名

 
簿

〔
任
期
：
令
和
７
年
１
月
１
日
～
令
和
８
年
１
２
月
３
１
日
〕

氏
　
名

住
　
　
所

就
任
年
月
日

専
門
分
野

所
　
　
属

現
期
数
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第１ ８号 報告  

 

令和６年 度中学 生チャレ ンジテ スト（中 学校３ 年生

の結果） につい て  

 

 標記の ことに ついて、 別紙の とおり報 告いた します 。  

 

令和  ６  年１２ 月２０日 提出  

 

島本町教 育委員 会  

教育長   横  山    寛  
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実
施
日
時
：令

和
６
年
９
月
３
日
（火

）
対
象
・内

容
：第

３
学
年
〈
国
語
・
社
会
・数

学
・理

科
・英

語
、
各
教
科
ア
ン
ケ
ー
ト
）

実
施
校
数
：２
校
（府

内
４
７
３
校
）

※
理
科
は
C
問
題
を
選
択

実
施
生
徒
数
：２
５
７
人
（府

内
５
８
，
２
５
４
人
）

１
．
度
数
分
布
及
び
教
科
別
結
果
概
要
（
平
均
点
）

平
均
点

無
回
答
率

平
均
点

無
回
答
率

島
本
町

70
.9

3
.8

島
本
町

5
9
.1

2.
9

大
阪
府

65
.2

5
.3

大
阪
府

5
2
.3

4.
4

良
好

良
好

・文
脈
に
合
わ
せ
て
適
切
に
書
く
こ
と
が

・
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
気
団
と
小
笠
原
気
団
の
性
質
を

で
き
る

理
解
し
て
い
る

・資
料
を
活
用
し
、
根
拠
を
明
確
に
し
て
書
く

・
天
気
図
か
ら
風
が
強
い
方
を
判
断
し
、
風
の

こ
と
が
で
き
る

強
さ
と
等
圧
線
の
関
係
を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る

課
題

課
題

・返
り
点
や
送
り
仮
名
な
ど
漢
文
の
訓
読
に

・
梅
雨
の
天
気
図
に
表
さ
れ
て
い
る
前
線
に

必
要
な
基
礎
的
な
事
項
に
つ
い
て
理
解

つ
い
て
理
解
し
て
い
る

し
て
い
る

・
電
解
質
の
物
質
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る

・文
脈
に
則
し
て
漢
字
を
正
し
く
書
い
て
い
る

（救
急
）

平
均
点

無
回
答
率

平
均
点

無
回
答
率

島
本
町

57
3
.6

島
本
町

6
0
.3

5.
0

大
阪
府

50
.4

5
.0

大
阪
府

5
3
.6

6.
9

良
好

良
好

・長
野
県
の
レ
タ
ス
栽
培
の
特
徴
を
理
解

・
日
常
的
な
話
題
に
つ
い
て
、
ま
と
ま
り
の
あ
る

し
て
い
る

会
話
文
を
読
み
、
話
の
概
要
を
捉
え
て
、
内
容

・火
力
発
電
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る

の
要
点
を
適
切
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る

・
与
え
ら
れ
た
情
報
に
基
づ
い
て
、
指
示
さ
れ
た

課
題

語
数
で
正
し
い
英
語
を
書
く
こ
と
が
で
き
る

・旅
順
の
場
所
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る

・平
塚
ら
い
て
う
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る

課
題

・
短
い
や
り
と
り
を
聞
い
て
話
し
手
の
意
向
を
正
確

に
理
解
し
、
会
話
の
続
き
と
し
て
適
切
な
応
答
を

選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る

・
日
常
的
な
話
題
に
つ
い
て
の
ま
と
ま
っ
た
会
話
文

を
聞
き
、
話
の
概
要
を
捉
え
て
、
内
容
の
要
点
を

適
切
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る

平
均
点

無
回
答
率

島
本
町

55
.7

10
.7

大
阪
府

49
.1

14
.8

良
好

・結
論
を
導
く
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
条
件

や
根
拠
に
着
目
し
な
が
ら
証
明
を
読
み
、

条
件
を
満
た
す
た
め
の
要
素
の
相
当
関
係

に
つ
い
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る

・与
え
ら
れ
た
図
と
情
報
か
ら
、
図
形
が

動
い
た
距
離
X
の
値
に
応
じ
て
変
化
す
る

図
形
の
形
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

課
題

・正
の
数
と
負
の
数
の
計
算
が
で
き
る

・問
題
場
面
に
お
け
る
考
察
の
対
象
を
明
確

に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る

（令
和
６
年
１
２
月
３
日
作
成
）

令
和
６
年
度
大
阪
府
中
学
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
　
中
学
３
年
生
　
結
果
概
要

教
育
推
進
課

02468

1
0

1
2

1
4

1
6

1
8

割 合 ( ％ )

点
数

国
語

島
本
町

大
阪
府

02468

1
0

1
2

1
4

1
6

1
8

割 合 ( ％ )

点
数

社
会

島
本
町

大
阪
府

02468

1
0

1
2

1
4

1
6

1
8

割 合 ( ％ )

点
数

数
学

島
本
町

大
阪
府

02468

1
0

1
2

1
4

1
6

1
8

割 合 ( ％ )

点
数

理
科
Ｃ

島
本
町

大
阪
府

02468

1
0

1
2

1
4

1
6

1
8

割 合 ( ％ )

点
数

英
語

島
本
町

大
阪
府

＜
結
果
概
要
＞

国
語
：問

題
形
式
で
は
、
す
べ
て
の
形
式
で
大
阪
府
平
均
を
上
回
る
結
果
と
な
っ
た
が
、
知
識
及
び
技
能
の
観
点
に
お
け
る
、
「言
語
の
特
徴
や
使
い
方
に
関
す

る
事
項
」で
大
阪
府
平
均
と
の
開
き
が
小
さ
く
な
っ
た
。

社
会
：地

理
的
分
野
と
比
較
し
、
歴
史
的
分
野
に
お
い
て
大
阪
府
平
均
と
の
開
き
が
小
さ
か
っ
た
。
ま
た
、
思
考
・判
断
・表
現
の
観
点
で
も
大
阪
府
平
均
と
の
開
き

が
小
さ
く
な
っ
た
。

数
学
：ど
の
問
題
形
式
で
も
大
阪
府
平
均
を
上
回
る
結
果
で
あ
る
が
、
特
に
記
述
式
の
問
題
で
得
点
率
が
高
か
っ
た
。
一
方
、
数
と
式
と
の
領
域
で
、
特
に
大
阪

府
平
均
と
の
開
き
が
小
さ
く
な
っ
た
。

理
科
（本

町
は
Ｃ
問
題
）：
全
て
の
問
題
形
式
で
大
阪
府
平
均
を
上
回
っ
て
お
り
、
特
に
思
考
・判

断
・表
現
の
観
点
で
得
点
率
が
高
か
っ
た
が
、
「
粒
子
」
領
域
の

問
い
に
つ
い
て
、
大
阪
府
平
均
と
の
開
き
が
小
さ
く
な
っ
た
。

英
語
：い
ず
れ
の
領
域
で
も
大
阪
府
平
均
を
上
回
っ
た
が
、
聞
く
こ
と
の
領
域
で
、
大
阪
府
平
均
と
の
開
き
が
小
さ
く
な
っ
た
。
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２
．
ア
ン
ケ
ー
ト
（
抜
粋
）

（３
）授

業
中
、
思
考
ツ
ー
ル
を
使
う
な
ど
し
て
、
自
分
の
考
え
を
整
理
し
た
り
ま
と
め
た
り
す
る
場
面
が
あ
る
。

国
語

社
会

数
学

理
科

英
語

Ｒ
４

(１
年
）

1.
11

6
1
.1

8
2

1
.1

3
9

Ｒ
５

(２
年
）

1.
10

5
1
.1

38
1
.1

6
5

1
.2

26
1
.1

6
8

Ｒ
６

(３
年
）

1.
08

7
1
.1

31
1
.1

3
4

1
.1

30
1
.1

2
5

（４
）授

業
中
、
P
C
・タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
、
学
級
の
友
だ
ち
と
意
見
を
交
換
す
る
場
面
は
ど
れ
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
。

４
．
教
科
ア
ン
ケ
ー
ト
　
同
一
集
団
に
お
け
る
類
似
質
問
へ
の
肯
定
的
回
答
状
況
　
質
問
事
項
　
経
年
比
較

①
授
業
中
、
思
考
ツ
ー
ル
を
使
う
な
ど
し
て
、
自
分
の
考
え
を
整
理
し
た
り
ま
と
め
た
り
す
る
場
面
が
あ
る
。

※
令
和
４
年
度
ま
で
は
『授

業
中
、
自
分
の
考
え
や
意
見
を
伝
え
る
場
面
が
あ
る
。
』

（５
）家

で
、
自
分
の
苦
手
な
と
こ
ろ
、
必
要
な
と
こ
ろ
を
考
え
て
勉
強
し
て
い
る
。

②
家
で
、
自
分
の
苦
手
な
と
こ
ろ
、
必
要
な
と
こ
ろ
を
考
え
て
勉
強
し
て
い
る
。

※
令
和
４
年
度
ま
で
は
『自

ら
課
題
を
見
つ
け
て
、
家
で
勉
強
を
し
て
い
る
。
』

③
あ
な
た
の
学
級
は
、
違
っ
た
考
え
や
意
見
を
受
け
入
れ
る
雰
囲
気
が
あ
る
。

※
令
和
４
年
度
ま
で
は
『授

業
中
、
間
違
っ
て
も
笑
わ
れ
な
い
。
』

①
②

③
Ｒ
４

(１
年
）

9
3.

3
6
3
.3

8
6
.0

Ｒ
５

(２
年
）

7
8.

8
7
2
.6

9
2
.2

Ｒ
５

(３
年
）

8
1.

1
7
8
.0

9
3
.1

（６
）あ
な
た
の
学
級
は
、
違
っ
た
考
え
や
意
見
を
受
け
入
れ
る
雰
囲
気
が
あ
る
。

３
．
同
一
集
団
に
お
け
る
教
科
別
の
３
か
年
の
推
移
（
１
年
次
は
国
・
数
・
英
の
み
）

81
.1

 

66
.0

 78
.8

 

18
.5

 

33
.2

 21
.2

 

0.
4 

0.
8 

0.
0 

0
%

1
0%

2
0%

3
0%

4
0%

5
0%

6
0%

7
0%

8
0%

9
0%

1
00

%

島
本
町

大
阪
府

R
5
同
集
団

肯
定
的
回
答

否
定
的
回
答

そ
の
他
・無

回
答

18
.9

 

17
.0

 

2
1.

2 

28
.6

 

21
.0

 

20
.8

 

24
.3

 

27
.5

 

27
.1

 

17
.0

 

19
.0

 

17
.6

 

11
.2

 

14
.9

 

13
.3

 

0
.0

 

0.
7 

0.
0 

0
%

1
0%

2
0%

3
0%

4
0%

5
0%

6
0%

7
0%

8
0%

9
0%

1
00

%

島
本
町

大
阪
府

※
R
5
同
集
団

ほ
ぼ
毎
日

週
３
回
以
上

週
１
回
以
上

月
１
回
以
上

＜
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て
＞

○
（３
）は

昨
年
度
と
比
較
し
て
肯
定
的
回
答
割
合
が

2.
3
ポ
イ
ン
ト
向
上
し
た
。
学
力
向
上
担
当
者
会
等
で
、
思
考
ツ
ー
ル
そ

の
も
の
や
、
生
徒
が
根
拠
を
元
に
立
論
し
、
話
し
合
う
活
動
の
推
進
し
た
結
果
で
あ
る
と
分
析
で
き
る
。
（６
）に
つ
い
て
も
、
昨

年
度
や
令
和

4年
度
の
類
似
設
問
と
比
較
し
て
、
肯
定
的
回
答
割
合
が
増
加
し
続
け
て
い
る
。
自
分
が
他
者
に
受
容
さ
れ
て

い
る
安
心
感
こ
そ
、
教
室
で
の
教
育
活
動
に
お
い
て
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。
特
別
の
教
科
道
徳
を
中
心
に
、
生
徒
が

安
心
で
き
る
学
習
環
境
の
確
保
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
留
意
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

●
一
方
で
、
（４
）は

「ほ
ぼ
毎
日
」と
回
答
し
た
生
徒
の
割
合
が
、
昨
年
度
と
比
較
す
る
と

2.
3
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
た
。
ＩＣ
Ｔ
機
器

の
使
用
は
充
実
し
た
学
習
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
り
、
目
的
で
は
な
い
が
、
そ
の
有
用
性
を
教
員
及
び
生
徒
自
身
が

が
理
解
し
た
う
え
で
適
宜
適
切
に
使
用
場
面
を
設
定
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
来
年
度
の
端
末
更
新
を
見
据
え
、
今
ま

で
の
好
事
例
収
集
及
び
共
有
を
各
中
学
校
に
指
示
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

78
.0

 

69
.4

 

72
.6

 

22
.0

 

29
.7

 

27
.4

 

0.
0 

0
.8

 

0.
0 

0
%

1
0%

2
0%

3
0%

4
0%

5
0%

6
0%

7
0%

8
0%

9
0%

1
00

%

島
本
町

大
阪
府

※
R
5
同
集
団

肯
定
的
回
答

否
定
的
回
答

そ
の
他
・無

回

答

93
.1

 

85
.3

 

92
.2

 

5.
8 

13
.5

 7.
9 

1.
2 

1.
2 

0.
0 

0
%

1
0%

2
0%

3
0%

4
0%

5
0%

6
0%

7
0%

8
0%

9
0%

1
00

%

島
本
町

大
阪
府

※
R
5
同
集
団

肯
定
的
回
答

否
定
的
回
答

そ
の
他
・
無
回

答

1
.0
0

1
.0
5

1
.1
0

1
.1
5

1
.2
0

1
.2
5

国
語

社
会

数
学

理
科

英
語

経
年
比
較
（
対
大
阪
府
比
）

Ｒ
４

(１
年
）

Ｒ
５

(２
年
）

Ｒ
６

(３
年
）

0

2
0

4
0

6
0

8
0

1
0
0

①
②

③

肯
定
的
な
回
答

Ｒ
４

(１
年
）

Ｒ
５

(２
年
）

Ｒ
５

(３
年
）
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第 ４ ５ 号 議 案  

 

事 務 局 職 員 人 事 に つ い て  

 

 教 育 長 に 対 す る 事 務 委 任 規 則 （ 昭 和 ３ ４ 年 島 本 町 教 育 委 員 会 規

則 第 １ 号 ）第 １ 条 第 １ 項 第 ８ 号 の 規 定 に 基 づ き 、議 決 を 求 め ま す 。  

 

令 和  ６  年 １ ２ 月 ２ ０ 日 提 出  

 

島 本 町 教 育 委 員 会  

教 育 長   横  山    寛  
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